
消化器外科

当院外科は9名の外科スタッフより成り立っており

ます。その中に外科専門医８名、消化器外科専門医

５名、内視鏡外科技術認定医3名、ロボット外科学会

認定パイロット国内A級１名、B級１名、大腸肛門病

専門医3名、がん薬物療法専門医１名が所属します。
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2017年１月から2021年12月までの当院外科におけ

る総手術件数は4594例でした。特徴としては、消化

管だけでなく肝胆膵外科から良性疾患のヘルニア・

胆石まで含めたあらゆる手術が守備範囲となって

いるところです。実際の数字としては、食道癌33例、

胃癌311例、肝腫瘍112例、膵腫瘍162例、大腸癌

732例となっております。



特に最近では胆膵疾患の患者さんが増えつつあり

手術症例数も増加しております。胆膵領域では治療

困難な症例も多く見受けられ、データを蓄積しより良

い治療法を目指しております。

当院のもうひとつの特徴として術式・アプローチのバ

ラエティーが挙げられます。あらゆる疾患・癌に対応

するために当然、様々な術式をこなしていかなけれ

ばなりませんが、最新・最善の方法を習得するべく

努力しております。手術アプローチに関しましては現

在、開腹・腹腔鏡・ロボットという３つの方法がありま

す

当科での2016年から現在におけるロボット手術の実

績は、胃癌129例、直腸癌135例でした。また全てで

はありませんが、以前は開胸・開腹でしかあり得な

かった食道や肝・膵の術式が現在は胸腔鏡・腹腔鏡

がほぼ標準となっている現実があります。開胸・開

腹手術は狭い術野のため、術者にしか見ることが

（下記は胃癌・直腸癌のアプローチ別割合です）
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これらの症例に対する治療方針は、外科・内科・放

射線科合同で行われる消化器カンファレンスにて取

り決められ、患者さんにとってベストな医療が提供さ

れるようにあらゆる角度から検討を重ねております。

できなかった大事な解剖をスタッフ全員で共有でき

るようになり、記録に残ることができるようになったこ

とは、癌という疾患に対する理解を深め手術スキル

を飛躍的に向上させることとなりました。

手術の精度（安全性・正確性・根治性）を考えると現

状ではロボットによる手術が最善と思われます。しか

し全身状態や心・呼吸器疾患などにより開腹手術を

選ばざるを得ない場合もあります。全てがロボットと

いうわけにはいかないのですが、症例数は確実に増

えつつあります。ロボット手術は腹腔鏡手術に分類

されますが、手術操作自体はより簡便で直感的であ

ります。

ロボットに用いられる鉗子は自由度が高く、狭い術

野や重要臓器の近辺で精緻な動きが必要とされる

場面でスムーズな動きを実現してくれます。立体的

な画像を映し出す高性能なカメラにより肉眼では捉

えられなかった解剖を確認することが可能となり、安

全性向上と根治的な癌切除の一助となっています。

今後も保険適応の拡大がなされていき、手術の主役

となっていくと思われます。

胃癌 直腸癌





癌の治療は手術のみではありません。術後に合併

症を生じないか、癌が再発しないかを定期的な検査

でフォローアップする必要があります。

再発リスクの高い進行癌症例では、血液検査・内視

鏡検査・CTを含む放射線学的検査を密に実施してい

ます。もし再発した場合には消化器カンファレンスあ

るいはケモカンファレンスで検討されその後の治療

方針を決定していきます。抗がん剤が必要な場合に

は、化学療法室と連携をとり安全な治療を提供して

います。癌遺伝子診断・治療が必要な場合には鹿児

島大学と連携し、最新の知見に基づいた治療法を提

案いたします。再発リスクの少ない症例はなるべく紹

介元にお返しし、フォローアップをお願いしております。

何か問題がある場合はすぐにご連絡いただき、24時

間体制で対応する準備があります。

当院の癌に対する対応について評価された事例が

ありました。大腸癌の治療成績に関する件で2021年

10月26日の日本経済新聞の記事です。内容はがん

診療拠点病院等院内がん登録2012-2013年5年生存

率集計報告書の施設別結果を分析したものです。大

腸癌の進行度別の生存率係数を算出し比較する分

析法ですが、それによると当院は登録施設約470施

設中、上位40位以内にランキングされ、九州内では

第4位という結果でした。当院の癌に対する診療が、

手術のみでなく診断・検査・補助療法からフォロー

アップまで一定の成果を挙げているということを示し

ている結果と思います。今後も更に治療成績をあげ

るべく努力をしていきます。

これらの診療実績を支えているのが若い力です。当

科の若い先生達は忙しいなかでベテランの外科医か

ら技術を学びとり、未来の診療に役立てられるよう

日々努力しております。彼らは日常診療だけでなく、

学会発表や論文制作にも精進しております。若手か

らも外科専門医が生まれており、今後消化器外科専

門医や内視鏡外科技術認定医が育つのも間もなくと

思われます。実力のある素晴らしい臨床外科医が誕

生するでしょう。

以上が当科の紹介です。これからも私たち南風病院

外科は研鑽を積み重ね、連携して頂いている先生方

とともにあゆみ続けていきたいと思います。

（執筆者：北薗正樹）


